
「わが村は美しくー北海道」運動第11回コンクール応募団体
湧別町観光協会（かみゆうべつチューリップフェア）
【湧別町】

湧別町のシンボルとなったチューリップの魅力を発信

昭和３２年に「チューリップで夢を見よう！」を
合い言葉 に外貨獲得の大きな期待を担って湧別町
でチューリップ栽培が開始されました。しかし、安
価な海外品におされ徐々に栽培が衰退していきまし
た。チューリップ栽培の夢が志半ばで消えかかった
のですが、それでも生産農家たちはチューリップへ
の深い愛着から畑の片隅や自宅の庭に植え続けまし
た。そして、かつて町の農業に活気をもたらした
チューリップを後生に残すため、昭和51年「町の
花」に指定されることになり、農園整備の着手が始
まりました。

湧別町から「かみゆうべつチューリップフェア」
の運営業務を受託し、フェア開催に向けた準備を地
域住民の協力の下実施しています。現在では12.5ha
の畑に約200種70万本のチューリップやその他の花
が植え付けられ、毎年5月から6月に「かみゆうべつ
チューリップフェア」を開催しています。チュー
リップの球根植え付けは毎年10月に市民ボランティ
アを募集して実施しており、また、地元中学生が地
域産業の歴史を学ぶ場としても活用されています。
フェア期間中は、地元小中高生による吹奏楽演奏会
や青年協議会によるイベントのほか、球根の予約販
売、お気に入りのチューリップの掘取り販売、地元
商店による地域特産品の販売なども行われ、観光客
と地域住民との交流とともに、地域産業の振興に役
立っています。

チューリップの本場オランダや国内の生産地など
から毎年新しい品種を導入し、春が遅く冷涼なオ
ホーツクの気候を利用し、開花時期を工夫したこの
公園ならではの雄大な景色を作りあげています。
「かみゆうべつチューリップフェア」の開催期間中
は、５万人を超える来園者があり、入園ゲートの手
前に地元でも味自慢の飲食店やお土産店などが軒を
連ねるアーチ状のオープンテラスのお店があり、
ゆっくりと買い物や食事を楽しんでいただけます。
また、園内にはチューピッ
トショップが用意され、お
天気が悪くても室内でお買
い物や休憩もでき、ご自宅
でチューリップを育ててみ
たい方には球根の予約販売
も行っています。

【はじまりは？】 【ここが自慢】

【おもな活動】
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